
 
地域のための小水力発電推進セミナー 

～地域に貢献する持続可能な小水力発電の可能性～ 

■日時 2025年２月 20日(木)13：00～17：00  

■会場 全国町村会館 ２F ホール 【定員：200 名・無料】 

■趣旨 総人口が減少する中、地域社会の維持が大きな課題となっている。一方、小水力発電は大きなポテ
ンシャルを秘めている。エネルギーや地域経済の循環を目指し、持続可能な地域社会モデルの構築
における小水力発電の可能性を探る。 

 
■主催 ダム･発電関係市町村全国協議会 

■参加対象者 ダム･発電関係市町村全国協議会会員等の市町村、ダム･発電関係市町村等振興議員連盟会  
員議員、関係府省、関係団体、研究者、事業者、業界団体、報道関係者等 

■プログラム(案) 

13：00 開会（12：15 開場） 
  主催者挨拶  ダム･発電関係市町村全国協議会会長 浜田正利（北海道新得町長） 
  来賓挨拶   ダム･発電関係市町村等振興議員連盟役員（予定） 

13：10～13：50（40 分） 
  基調講演 「地域のための小水力発電に関する研究会報告書」について 
              地域のための小水力発電に関する研究会委員 
               (一財)電力中央研究所 名誉研究アドバイザー  宮永洋一 氏 
 
13：50～14：05（15 分） 
  政策説明 「自治体主導による水力開発について」（仮題） 資源エネルギー庁【依頼予定】 
 
14：10～14：35（25 分） 
  講演① 「地域における小水力開発の実情と課題」（仮題） 
          京都大学人と社会の未来研究院鎮守の森とコミュニティ経済連携研究員 松尾寿裕 氏 

14：35～14：45（10 分）  休憩 

14：45～15：10（25 分） 
  講演② 「地域に適した小水力発電機器の開発について」 
         早稲田大学理工学術院 教授 (一社)ターボ機械協会会長 宮川和芳 氏 

15：15～15：40（25 分） 
  講演③ 「地域のための小水力開発における自治体の役割」 
         事業構想大学院大学 教授 重藤さわ子 氏 

15：40～16：00（20 分） 休憩 

16：00～17：00（60 分） 
  総合討論 「地域のための小水力発電の推進をどう進めるか」 

①講演者等による相互討論  ②会場参加者との質疑応答 

17：00  閉会 


